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環 境 技 術 委 員 会 の お知 らせ （齢5。 回）

平成30年9月20日 （木 ）午 後1時 半～4時

議 題

衆議院第一議員会館 地下1階 第5会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆ 国会議 事堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線） ①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて 、通行 証 を差 し上げ ます。 そ の時刻前 に到

着 された方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。 会

議 開始後 にお越 しの方 は、受 付 に 「第5会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、 お迎 えに参 ります。

1、 「環 境問題 につ いて、昨今 、想 うこ と」

挨 拶 坂本 忠彦環境技 術委 員長

2、 『環境技 術関連 ニ ュースNO．172』

解 説 中島稔 科学技 術部会 長

3、 海洋 プラスチ ック を取 り巻 く国 内外 の動 向

解説 中里靖環境 省海洋環 境室長

報 告 去 る7月19日 開催 の第349回 環 境技術委員 会 は、坂本 忠彦 委員

長 が議長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本委 員長 よ り、 「環境 問題 に

っいて、昨今 、想 うこ と」 と題 して 開会挨 拶が あ りま した。先 日の西

日本 豪雨 は200名 超 の方 が亡 くな る大惨 事で あった。謹 んで哀 悼 の

意 を捧 げ、一 日も早い復 興 を祈 りたい。特 に最 大 の被 害 を受 けた広 島

は、花 商岩 が変成 してで きた土壌 で、数年前 に も土砂 災害 が発生 して

い る。昔 は線 状 降水 帯が集 中豪 雨を もた らしていた が、今 回 は降水 帯

が帯状 に広 が ってお り、未 曽有 の災害 を もた ら した。一方 、今週 は猛

烈な暑 さであ る。 これ は世界的 な現象 で、北極 の氷 山が溶 け、海面 上

昇 、津 波 の恐れ あ りとして グ リー ンラン ドでは避難 命令 が 出 るな どの現 象 が起

きてお り、生態 系 に も影 響 が及 んでい る。温暖化 対策 は地球 規模 の喫緊 の課 題

と認識 した ほ うが よい だ ろ う。

次 に、清 原淳 平専務理事 よ り、 山本兼 由法政 大学生命 科 学部 教授 の経歴紹 介

があ りま した。次 に、山本 教授 よ り、「応 用 ゲノム微生物 学 の金 属資源化 へ の展

開」 にっ いて解説 が あ りま した。溶剤 で溶 けに くい鉱石 か ら金 属 を精錬 す る際

に、細菌 な どの微 生物 の活性 を利用 して溶 かす 技術 が ある。 こ うした機 能 を持

つ微 生物 の多 くは扱 いづ らい。金属 を溶 かす機能 の遺伝 子 を、遺伝子組 み換 え

技術 が確 立 してお り、高 い増殖機能 を持 つ大腸菌 に移植 すれ ば、特 定の金属 だ

けを取 り出す こ とが でき、強 い酸 を使 う必要 もない と考 えた。 大腸菌 ゲ ノム の

解析 は4千5百 の うち3千5百 まで しか わかってい ない。 大腸 菌 の金 属輸送 の

機能 につ いて は、外側 か ら細胞 内に金 属 を取 り込む機能 と、排 出す る機 能 が あ

り、そ の両方 が働 くのはカ リウム と亜鉛 だ けであ る。取 り込 む機 能 しか ない金

属 も多 い。 そ の機 能 を大腸 菌 に付加 すれ ば よい。 現在 、 レアメ タル の一つ 、モ

リブデ ンを取 り込 む機能 で好結果 が出てい る。 よ り流入 量 を多 くす る機 能 の改

善に努 めてい るほか 、 レアアー スのテル ビ ウムの吸着 は実現 した。 吸着 率 を実

用 可能 な レベル に向上 させ るの も今後 の 目標 であ る。

次 に、 中島稔 科 学技術部 会長 よ り、『環 境技術 関連 ニ ュー スNO．i71』 の解 説

があ りま した。今 回 は、○パ リ協定 の温暖化努力 目標 を達成 で きれ ば、温暖化

に よる被害 を2200兆 円軽 減 可能 との分析。 ○大気汚染 物質 が体 内に入 り、

慢性膵 炎 に よって糖 尿病 の原 因 となる とい う研 究結 果。OCO2か ら樹脂 を合成

して高効率触 媒 を開発 す る、各大学 ・研 究機 関 に よる取 り組み が盛 んに。 ○放

射性物 質 トリチ ウムの分離 ・回収技術。○海 水で分解 す る生分解性 樹脂 の開発 。

○政府 、水深6千mの 無人探 査機 を開発。 ○大気 で造 るガ ソリンの開発。 ○西

日本 豪雨 関連。50年 に1度 の異常気象 を基準 に発 表 され る大 雨特別警報 が な

ぜ2年 連 続 で発 令 され た のか。 専 門家 は温 暖化 に よる気温 上昇 で空気 中に蓄 え

られ る水分量 が増 え、降 雨の回数 が少 な くなる一方 で雨 量 が増 え る とい う見方

を示す 。 な どの解 説 が あ り、 一 同大 いに勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつ き、当 日会費千円にご協力をお願い 申し上げます。

次回、9月20日 （木）の環境技術委員会に

テロ対 策へ の警 備 か らの要請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参加 希望者 は、2日 前までに履歴 書をご提 出下さい。

（その際の当日会費は二千円 とな ります。）
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